◎ 再雇用規程
本規程は、定年退職者を嘱託として再雇用する場合の扱いについて定めたものである。
第１条（再雇用基準）
再雇用基準は労使協定の定めるところによる。
第２条（雇用年齢）
嘱託は以下に定める年齢到達日まで雇用する。
・平成22年４月１日～平成25年３月31日
64歳
・平成25年４月１日以降
65歳
　　　　
第３条（嘱託契約）
嘱託契約は再雇用の日より１年とする。ただし契約更新時に、本人が希望し、第１条の基準を満たしたときは、第２条所定の年齢を上限に契約を更新する。
第４条（勤務）
週あたり所定勤務日数は、３日～５日の範囲で本人と会社が話し合って決めるものとする。
第５条（賃金、賞与）
嘱託の賃金、賞与は、再雇用後の本人の職務、勤務日数および公的給付を勘案して、嘱託契約時に決定し、本人に通知する。
第６条（退職）
就業規則に定める事由のほか、次の事由に該当したときは退職とする。
(1)私傷病その他の事由により１ヶ月を経過しても就労できないとき（１ヶ月経過後の翌日）
(2)第２条に定める再雇用年齢に達したとき
第７条（休職）
就業規則に定める休職の定めは適用しない。
第８条（その他）
本規定に定めのない事項については就業規則の定めによることとする。
第９条（施行日）
本規程は、平成○年○月○日より施行する。
